
学科名

科目名

科目区分 単位数 2 開講時期 前期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

50%

50%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アン
ケートに対する

コメント

履修登録者数 42 名
定期試験
受験者数

31 名 合格者数 30 名 合格率 97%

計
 

100%

成績評価基準

定期試験
臨時試験

報告書・レポート
課題
演習

経営ビジネス学科

授業は当初予定の２／３程度の内容しかできなかった。

選択

長谷川徹也

・度数分布表やヒストグラムを作成し、平均値や標準偏差を計算し、その意味が理解できる。
・正規分布の性質と標準偏差のかかわりについて説明できる。
・仮説検定や区間推定ができる。
・サンプリングと母集団、母平均、母分散について説明できる。

4/10  導入講義（授業の進め方と概要の説明）
4/17  四則演算 
4/24  割合の求め方
5/01  指数
5/08  数式の和の求め方
5/15  代表値
5/22  平均値、中央値、最頻値
5/29  標準偏差
6/12  相関係数
6/19  クロス集計
6/26  検定(1)
7/03  検定(2) 
7/10  多変量解析
7/17  まとめ
7/17　定期試験
7/24  定期試験の解説

実技

前半の授業内容を整理して、先に進めるように工夫する予定である。

少人数であったこと、講義と演習を組み合わせたことにより各項目の評価が高くなったと思われる。授業内容を理
解できなかった学生に対する授業の工夫とともに、できる学生に対する対応も十分にしていきたい。

２０１４年度　前期 リフレクションペーパー

学生の学力差が大きく、最初の４回程度は高校まで復習に費やし、予定した内容の授業ができなかった。

経営数学Ⅰ

専門科目

部外評価
プレゼンテーション

 


